警備業務内容確認書


契約委託者：
物件名：
所在地：
契約期間：
配置人数：
警備従事時間：


１　警備員の知識及び技能（資格等）
警備業法における法定教育受講者を警備に従事させる。
必要であれば当該資格保持者を警備に従事させる。（交通誘導警備2級等）

２　警備員の服装及び装備
当社指定の制服及び装備を使用する事とする。

３　使用する装備・機材
当社指定の交通誘導警備用装備を使用する。
主な物としては誘導棒・紅白旗・反射チョッキ・ヘルメット・無線機・笛とする。

４　業務報告に関する事項
通常の業務報告に関しては警備日報を提出する事により報告とする。
非常時や緊急の報告の場合は口頭もしくは電話にて報告し、
警備日報・別途報告書を作成し報告・記録する事とする。

５　再委託に関する事項
　　　原則として弊社が警備業務を実施する事とする。
　　　弊社が対応できない場合は他警備会社へ再委託する場合がある。

６　警備料金の支払いに関する事項
毎月月末締めとし、請求書を発行し郵送もしくはメールにて送付する。
契約委託者は請求書受け取り後、30日以内に支払う事とする。
　　　全額現金とし、銀行振り込みとする（振込先は請求書記載）
　

７　警備料金に関する事項
警備料金は以下の通りとする。
平日料金（日曜日・祝日を除く）
一般警備員　￥15,500円
有資格者警備員　￥20,500円

時間外料金
一般警備員　\2,421円/１時間
有資格者警備員　¥3,203円/1時間
　　　
　　　休日料金（日曜日・祝日）
　　　　一般警備員　\19,375円
　　　　有資格者警備員　\25,625円

　※時間外に関しては1時間毎の計算とし1時間未満の場合は繰り上げで算出する。
　※半日勤務等、8時間勤務に満たない場合でも通常料金で算出する。
　
８　キャンセルに関する事項
　　　前日までのキャンセルに関して、キャンセル料は請求しない。
　　　現場到着後のキャンセルに関しては当日料金で請求する事とする。
　　　
９　損害賠償に関する事項
　　　委託業務遂行につき当社に帰すべき事由により貴社または元受け事業者または
第三者に対し損害を与えた場合は、損害賠償の責に任ずるものとする。
当社が支払う損害賠償の限度額は次の通りとする。
　
１０　契約の変更・解除に関する事項
　　　契約内容を変更する場合は、変更内容を1か月前までに文書にて示すこと。
　　　警備料金の全部または一部が支払期日から10日間支払われない場合には
　　　本契約は直ちに解除され、当社の契約上の義務はその時点で消滅するものとする。
　　　当社は、契約の相手方が次号のいずれかに該当すると認めるときは、相手方に対し
　　　催告することなく本契約を解除することができる。
1 暴力団・暴力団関係企業、総会屋、社会運動標ぼうゴロ、政治活動標ぼうゴロ
その他反社会的勢力（以下、「暴力団等反社会的勢力」という。）である場合。
2 暴力団等反社会的勢力が事業活動を支配する法人その他の団体である場合。
3 法人で役員又は従業員のうち暴力団等反社会的勢力に該当する者のある場合
4 当社又は当社の従業員に対し、暴力・脅迫・詐術等その他違法行為又は
不当な手段を用いて要求行為を行った場合。
　　当社が前項により本契約を解除した場合には、当社は契約の相手方に対し、
一切の損害賠償義務を負担しない事とする。

１１　その他特記事項
1 当社従業員に対し、本来の警備業務以外の作業をさせない。
※他業種作業の補助・重機の操作・他者の車両移動など警備以外の作業
2 休憩時間を確保し、警備員の体調管理・休息に支障のないように配慮する事。
※休憩時間が確保できない場合は増員対応・勤務形態の変更などを
　　　　委託事業者と協議の上、対応する。
3 警備業務にあたり当社指定装備以外の物品が必要となる場合は、
委託事業者と協議の上、実費を請求する事とする。
4 当社従業員は非常時には警察・消防・その他関係機関と連携し
事態の収拾にあたる。なお社会的に警備員の責務を超えると思われる場合は
自身また周囲の護身を優先し避難・誘導を行う事とする。
5 災害・非常事態宣言等、予断を許さないと当社が判断した場合は、
当社従業員を上番させない場合がある。
6 当社従業員に対し、暴力・暴言・違法行為等が確認された場合は、
即時に本契約を破棄し、当契約に対し損害賠償の責を負わない。
7 本契約は記載の物件・所在地に関する警備業務に対するものであり
別の物件・所在地での勤務が必要な場合は別途契約書を交わすものとする。
8 本契約により得た当社情報及び個人情報は本業務以外では使用しない。
9 
